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会
員
の
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
、
心
新
た
に
ス
タ
ー
ト
で
き
た
こ

と
を
先
ず
は
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
身
元
不
明
、
親
族
か
ら
の
引
き
取
り
拒
絶
な
ど
に
よ
る
無

縁
死
、
高
齢
者
の
行
方
不
明
、
子
ど
も
の
虐
待
・
遺
棄
な
ど
が
露
わ
に
な
り
、

無
縁
社
会
・
稀
薄
社
会
・
無
関
心
社
会
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
社
会
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
た
一
年
で
し
た
。
ま
た
、
猛
暑
が
続
き
長
か
っ
た
夏
・
気
象
変
動

に
よ
る
自
然
界
へ
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
年
で
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
会
長
職
を
引
き
受
け
ま
し
た
が
、
各
委
員
会
、
委
員
長
の

獅
子
奮
迅
の
努
力
と
、
会
員
の
協
力
姿
勢
に
助
け
ら
れ
当
ク
ラ
ブ
の
事
業
活

動
は
順
調
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

今
折
り
返
し
地
点
に
立
ち
、
年
度
当
初
に
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
絆
と
参

画
で
ウ
イ
サ
ー
ブ
」
を
思
い
起
こ
し
、
残
さ
れ
た
事
業
（
桜
ロ
ー
ド
づ
く
り
、

国
際
交
流
等
々
）
の
遂
行
は
勿
論
の
こ
と
、
次
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
ス
ム
ー

ズ
に
い
く
よ
う
に
、

づ
く
り
に
努
力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

会
員
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
会
員

は
も
と
よ
り
御
家
族
の
平
安
を
念
じ
つ
つ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

国際会長 シドL. スクラッグスIII テーマ 「希望の光」

長尾ＬＣ会長ス ロ ーガン 「絆と参画でウィサーブ」
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ハ
イ
キ
ン
グ
＆
旅
行
同
好
会
幹
事

3
年
ぶ
り
で
し
ょ
う
か
？

ハ
イ
キ
ン
グ
＆
旅
行
同
好
会
が
合
同
で
計
画
実
行
に
移
せ
た
の
は
。

暑
さ
が
遅
く
ま
で
続
き
短
い
秋
、
冬
の
足
音
を
す
ぐ
そ
こ
に
聞
き
な

が
ら
、
晩
秋
の
彩
り
を
楽
し
も
う
と
、
播
磨
・
丹
後
・
丹
波
の
モ
ミ
ジ

の
景
勝
地
を
訪
ね
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
旅
行
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
『
温
泉
』
そ
し
て

《
郷
土
料
理
》
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

☆
旅
行
日
程

11
月
28
日
（
日
）
・
29
日
（
月
）
1
泊
2
日

☆
行

き
先

・
西
国
27
番
霊
場

書
写
山
・
圓
教
寺

・
丹
波
紅
葉
三
山
の
う
ち
二
山
を
訪
ね
る

円
通
寺

高
源
寺

☆
宿
泊
・
料
理

・
琴
引
浜

鳴
き
砂
温
泉

「
料
理
民
宿
矢
谷
」

☆
参

加
者

L
13
名

LL
7
名

事
務
局

計
21
名

氏
名
は
写
真
を
見
て
く
だ
さ
い
。

☆
運
輸
企
画

大
川
バ
ス
本
社
観
光
課

◇
西
国
27
番
書
写
山

圓
教
寺

書
写
山
は
、
姫
路
市
の
西
北
部
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
祈
り
の
山
と
し

て
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
西
国
霊
場
第
27
番
目
の
札
所
の
圓
教
寺
が
あ
る
。

圓
教
寺
へ
は
姫
路
市
書
写
の
麓
か
ら
高
低
差
211
㍍
を
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
で

約
４
分
乗
れ
ば
、
志
納
所
が
あ
る
山

上
駅
に
着
く
。
こ
こ
か
ら
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
マ
ッ
プ
を
片
手
に
、
約
15
分
ほ

ど
歩
く
と
《
仁
王
門
》
に
着
く
。
山

上
か
ら
仁
王
門
ま
で
の
参
道
は
主
に

坂
道
で
、
か
な
り
急
勾
配
の
部
分
も

あ
っ
た
。
さ
ら
に
黄
葉
の
参
道
を
7

～
10
分
歩
く
と
、
正
面
に
巨
大
な
舞

台
造
り
の
《
摩
尼
殿
》

が
見
え
て
く
る
。

・
圓
教
寺
＝
平
安
時
代
の
康
保
三
（
九
六
六
年
）
、

瑞
雲

（
吉
兆
を
あ
ら
わ
す
雲
）
に
導
か
れ
た
性
空
上
人
に
よ
っ
て
開

か
れ
た
。

宗
派
は
天
台
宗
。
上
人
の
徳
を
慕
っ
て
山
に
訪
れ
る
天
皇
や

法
皇
、
貴
族

も
多
く
、
そ

の
後
も
善
男

善
女
の
参
詣

や
多
く
の
僧

侶
の
修
業
の

道
場
と
し
て

栄
え
、
“
西

の
比
叡
山
”

と
呼
ば
れ
て

い
る
。
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紅葉のじゅうたん



▽

摩
尼
殿
＝
京
都
の
清

水
寺
と
同
じ
壮
大
な
掛
造

り
（
舞
台
造
り
）
。
そ
の

摩
尼
伝
の
壮
大
さ
を
美
し

く
浮
き
出
さ
せ
て
く
れ
る

の
が
黄
、
桃
、
赤
色
に
彩

る
モ
ミ
ジ
で
し
た
。

▽

三
つ
の
堂
＝
摩
尼
殿

の
下
の
道
を
西
へ
5
分
ほ

ど
の
杉
木
立
を
抜
け
、
緩

い
坂
を
上
が
る
と
、
大
き

な
三
つ
の
堂
が
コ
の
字
型

に
並
ん
だ
広
場
に
出
る
。
右
か
ら
「
大
講
堂
」
「
食
堂
」
「
常
行
堂
」
で

あ
る
。

圓
教
寺
の
境
内
で
最
も
印
象
に
残
る
の
は
、
堂
々
と
し
た
大
き
な
三
つ

の
堂
が
参
拝
者
を
圧
倒
す
る
こ
の
場
所
と
紅
葉
に
包
ま
れ
た
巨
大
な
舞
台

造
り
の
「
摩
尼
殿
」
で
あ
ろ
う
。

ま
た
圓
教
寺
に
は
こ
の
三
つ
の
堂
と
と
も
に
護
法
堂
が
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
各
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
「
木
造
四
天
王

立
像
」
「
釈
迦
如
来
」
「
文
殊
菩
薩
」
「
普
賢
菩
薩
」
「
阿
弥
陀
如
来
」

は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
「
仁
王
門
」
は
兵
庫
県
指
定

文
化
財
で
あ
る
。

◇
琴
引
浜
・
鳴
き
砂
温
泉
「
料
理
民
宿

矢
谷
」

カ
ニ
な
ら
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
料
理
な
ら
丹
後
と
言
わ
れ
る
「
料
理
民
宿
」

で
カ
ニ
三
昧
の
食
道
楽
！

国際会長 シドL. スクラッグスIII テーマ 「希望の光」

長尾ＬＣ会長ス ロ ーガン 「絆と参画でウィサーブ」
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そ
し
て
旅
の
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
た
の
は

や
は
り
温
泉
湯
の
檜
木
露
天
風
呂
で
し
た
。

琴
引
浜
は
、

鳴
き
砂
で
有

名
な
白
砂
青

松
の
景
勝
地

で
全
長
1.8

㎞

だ
そ
う
で
す
。

こ
こ
で
感
銘
さ
せ
ら
れ
た
の

は
、
世
界
初
の
禁
煙
ビ
ー
チ

に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

◇
丹
波
紅
葉
二
山
＝
円
通
寺
・
高
源
寺

円
通
寺
（
丹
波
市
氷
上
町
）

宗
派
は

曹
洞
宗
。
本
尊
・
如
意
輪
観
世
音
菩
薩
。

青
垣
町
の
高
源
寺
、
山
南
町
石
龕
寺
と
と

も
に
、
丹
波
モ
ミ
ジ
三
山
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
、
紅
葉
の
時
期
に
は
モ
ミ
ジ
狩
り
観

光
客
が
多
く
訪
れ
る
。

境
内
を
埋
め
尽
く
す
緑
、
オ
レ
ン
ジ
、

黄
、
赤
な
ど
色
鮮
や
か
な
紅
葉
が
私
た
ち

を
魅
了
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
一
昨
日
か

ら
の
北
風
に
よ
り
、
散
り
始
め
て
お
り
ま

し
た
が
、
紅
葉
の
落
ち
葉
を
踏
む
散
策
は
、

迎
え
る
冬
の
歓
迎
の
じ
ゅ
う
た
ん
敷
き
の

よ
う
な
感
が
致
し
ま
し
た
。
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円通寺の参道
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高
源
寺
（
丹
波
市
青
垣
町
）
臨
済
宗
・
中
峰
派
本
山

本
尊･

釈
迦
如
来

高
源
寺
の
参
道
や
境
内
の
秋
の
風
景
を
彩
る
天
目
楓
は
２
０
０
０
本
を

数
え
、
開
祖
の
遠
谿
祖
雄
禅
師
が
中
国
で
の
修
業
語
に
持
ち
帰
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
丹
随
一
の
紅
葉
の
名
所
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

私
た
ち
は
約
五
日
ほ
ど
遅
か
っ
た
よ
う
で
、
ゆ
く
秋
を
惜
し
む
一
方
敷
き

詰
め
ら
れ
た
落
ち
葉
に
太
陽
が
あ
た
り
「
木
の
葉
布
団
」
の
よ
う
な
温
も

り
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

晩
秋
の
彩
り
を
堪
能
さ
せ
て
く
れ
た

ハ
イ
キ
ン
グ
＆
旅
行
が
で
き
た
こ
と

嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、

入
谷
会
長
か

ら
二
つ
の
同

好
会
に
多
大
の
心
遣
い
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、
衷

心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
幹
事
：
入
谷･

森
川
記
）

国際会長 シドL. スクラッグスIII テーマ 「希望の光」

長尾ＬＣ会長ス ロ ーガン 「絆と参画でウィサーブ」
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惣門にて記念写真 惣門から山門への石段

惣門から山門への石段

仏 殿

高源寺門前
鐘をつく小坊主様



と

き

平
成
22
年
12
月
7
日
（
火
）

と
こ
ろ

い
ろ
は

さ
ぬ
き
市
長
尾

12
月
7
日
、
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
と
な
り
「
第

2
回
地
区
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
、
会
長

Ｌ
入
谷
武
、
幹
事

Ｌ
森
川
康
生
、

会
計
Ｌ
坂
東

護
、
会
員
理
事
Ｌ
冨
田
義
雄
、
さ
ら
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
第
一
副
会
長

Ｌ
村
尾
良
明
そ
し
て
事
務
局

名
倉
道
代
が
出
席
し
ま
し
た
。

主
催
者
と
し
て
４
Ｒ
‐
３
Ｚ
・
Ｚ
Ｃ

Ｌ
松
村
勝
彦
は
じ
め
、
来
賓
と
し
て

４
Ｒ
・
Ｒ
Ｃ

Ｌ
松
岡
豊
、
４
Ｒ
・
Ｒ
Ｃ
Ａ

Ｌ
植
村
義
隆
や
2
人
の
地
区
委

員
が
出
席
し
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

諮
問
委
員
会
の
議
題
討
議
と
し
て

①
ク
ラ
ブ
目
標
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

②
ク
ラ
ブ
例
会
出
席
率
向
上
・
例
会
の
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

③
ク
ラ
ブ
会
員
純
増
目
標
途
中
経
過
状
況

に
つ
い
て

④
第
三
回
地
区
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
の

開
催
（
予
定
）
に
つ
い
て

⑤
3
Ｚ
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
つ
い
て

⑥
第
43
回
3
Ｚ

ゾ
ー
ン
年
次
会
（
家

族
会
）
に
つ
い
て

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

議
題
に
入
り
ク
ラ
ブ
目
標
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
、
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し

て
は
問
題
な
く
順
調
に
推
移
し
て
い
る
と

の
報
告
の
後
、
ク
ラ
ブ
例
会
出
席
率
の
向
上
・
例
会
の
活
性
化
対
策
に
つ

い
て
は
、
会
員
相
互
の
声
か
け
に
よ
り
例
会
に
出
席
す
る
よ
う
呼
び
か
け

を
し
て
出
席
率
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
楽
し
い
例
会
を
通
じ
て
人

の
《
和
》
と
絆
が
は
か
れ
る
よ
う
に
努
め
、
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
と
述

べ
ま
し
た
。

○

ク
ラ
ブ
会
員
増
強
に
つ
い
て
、
髙
松
グ
リ
ー
ン
Ｌ
Ｃ
か
ら
ク
ラ
ブ
員

勧
誘
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
で
、
統
一
し
た
も
の
は
で
き
な
い
か
と
の
問
い

に
対
し
、
４
Ｒ

Ｒ
Ｃ
松
岡
豊
氏
は
リ
ジ
ョ
ン
と
し
て
の
統
一
作
成
は
地
域

特
性
を
生
か
す
観
点
か
ら
難
し
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ゾ
ー
ン
単
位
の
共

同
作
成
に
努
力
し
て
ほ
し
い
と
説
明
が
あ
っ
た
。
会
員
増
強
の
手
法
と
し
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て
東
か
が
わ
Ｌ
Ｃ
で

は
、
ゴ
ル
フ
同
好
会

や
お
茶
会
な
ど
交
流

プ
ラ
ザ
―
を
と
お
し

て
会
員
の
勧
誘
活
動

を
展
開
し
て
い
る
と

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
三
木
さ
ぬ
き

Ｌ
Ｃ
で
は
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
奉
仕
デ
ー
で
の

地
域
活
動
を
と
お
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
ほ
か
、

例
会
は
季
節
感
溢
れ
る
例
会
志
向
を
考
え
た

活
動
を
行
っ
て
い
る
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
青
年
会
議
所
退
会
者
の
勧
誘
も

妙
案
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
出

さ
れ
ま
し
た
。

○

第
三
地
区
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
の
開

催
は
、
平
成
23
年
3
月
19
日
（
土
）
に
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
、
志
度
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
が
ホ
ス
ト
役
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。○

3
ゾ
ー
ン
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
三
木
さ
ぬ
き

Ｌ
Ｃ
が
ホ
ス
ト
を
務
め
、
さ
ら
に
、

第
43
回
3
ゾ
ー
ン
年
次
大
会
（
家

族
会
）
は
、
髙
松
グ
リ
ー
ン
Ｌ
Ｃ

が
ホ
ス
ト
を
務
め
、
計
画
遂
行
に

当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
他
ク
ラ
ブ
か
ら
も
内

容
の
あ
る
発
表
や
意
見
交
換
が
行

わ
れ
参
考
に
な
っ
た
と
と
も
に
、

各
ク
ラ
ブ
と
の
親
交
が
深
ま
り
有

意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

会
議
の
後
、
懇
親
会
が
開
か
れ
、

入
谷
会
長
は
こ
の
諮
問
委
員
会
も

『
楽
し
か
っ
た
、
出
席
し
て
良
か
っ

た
・
有
意
義
で
あ
っ
た
』
と
い
え
る

よ
う
各
ク
ラ
ブ
等
と
の
交
流
の
場
と

し
て
懇
親
会
を
盛
り
上
げ
て
も
ら
い

た
い
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
お
か
げ

で
懇
親
会
は
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

（
幹
事
Ｌ
森
川
康
生
記
）
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懇親会

懇親会



社
会
教
育
等
施
設
の
清
掃
作
業
実
施

環
境
保
全
・
保
健
福
祉
委
員
会

日
時

12
月
11
日
（
土
）

午
前
8
時
よ
り
約
1
時
間

場
所

長
尾
公
民
館
ホ
ー
ル

作
業
内
容

ガ
ラ
ス
磨
き
、
床
拭
き
な
ど

参
加
者

Ｌ
入
谷
武

Ｌ
藤
沢
健
三

Ｌ
森
川
康
生

Ｌ
安
松
均

Ｌ
十
河
清
隆

LL
藤
沢
令
子

事
務
局

名
倉
道
代

労
力
ア
ク
ト

7
名×
1
時
間

（
7
時
間
）

以
上
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平
成
22
年
度

忘
年
例
会

平
成
22
年
12
月
17
日

今
回
の
忘
年
例
会
懇
親
会
で
は
多
数
の
景
品
が

用
意
さ
れ
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
キ
レ
イ
ど
こ
ろ
の

飛
入
り
も
あ
っ
て
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

以
下
、
芸
人
さ
ん
た
ち
で
す
。



こ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
高
齢
者
の
健
康
維
持
増
進
と
社
会
参
加
を

促
す
た
め
、
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
平
成
14
年
か
ら
取
り
組
み
開
催

し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
は
例
年
よ
り
1
ヶ
月
遅
れ
の
師
走
開
催
に
な
っ
た
た
め
か
昨
年
よ

り
参
加
チ
ー
ム
が
少
な
く
、
9
チ
ー
ム
約
60
名
が
参
加
さ
れ
、
常
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、
入
谷
長
尾
LC
会
長
が
「
健
康
は
自
分
が
守
り
育
て
る
も

の
、
百
歳
の
人
生
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、
良
き
仲

間
づ
く
り
が
生
き
甲
斐
を
倍
加
し
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
仲
間
と
と
も
に

楽
し
い
人
生
を
送
り
ま
し
ょ
う
」
と
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

師
走
の
肌
寒
い
風
に
吹
か
れ
な
が

ら
も
快
晴
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
に

こ
や
か
に
、
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
試
合

運
び
を
し
て
お
り
、
見
て
い
る
人
に

微
笑
ま
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
参
加
チ
ー
ム
の
中
に

は
御
年
90
歳
で
チ
ー
ム
の
中
心
メ
ン

バ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
お
り
、
チ
ー

ム
の
平
均
年
齢
80
歳
半
ば
と
聞
か
さ

れ
、
感
銘
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
の
成
績
（
チ
ー
ム
名
）

優

勝

希

望

準
優
勝

観

音

3

位

す
ば
る

あ
け
ぼ
の
Ｂ

な
お
、
今
年
は
入
賞
チ
ー

ム
に
は
賞
状
、
ト
ロ
フ
ィ

の
他
に
副
賞
と
し
て
「
腰

の
あ
る
な
め
ら
か
な
人
生

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

（
有
）
入
谷
製
麺
か
ら
生

う
ど
ん
3
㎏
入
り
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

（
幹
事
森
川

記
）
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第
9
回
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

と

き

22
年
12
月
18
日

と
こ
ろ

ツ
イ
ン
パ
ル
な
が
お

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

協
賛
金

５
０
，
０
０
０
円

協賛金の授与

長尾LC会長・幹事の始球式

90歳のプレーヤー

優勝おめでとう！
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幸多き新春をお迎えのことと
お慶び申し上げます。

本年も会員の皆様にとって、すば
らしい一年でありますよう心より
お祈り申し上げます。

Ｌ坂東 護

謹んで新春のおよろこびを
申し上げます

旧年中は大変お世話になりました
本年もどうぞよろしくお願い申し
上げ皆様の御健康と益々のご活躍
をお祈り申し上げます

Ｌ國宗廣司

新年明けましておめでとうございます。

長尾ライオンズクラブ会員となりまして半年
が経過しました、この間先輩諸氏のご指導によ
りまして各種行事に参加しライオンズ魂に目覚
めつつあります。
今年も長尾ＬＣのスローガン「絆と参画でウィ

サーブ」で頑張りますのでよろしくご指導ご協
力くださいますようお願い申し上げます。

Ｌ冨田哲士

新年おめでとうございます

昨年は何かとお世話になり
有難うございました

本年も何卒よろしくお願い致します

Ｌ六車 兌

初春のお慶びを申しあげます。

今年も幸せな1年でありますように
絆と参画でウィサーブ

有限会社 入谷製麺

Ｌ入谷 武

卯年
ピョンと跳ねてみたい今年！

大切にしたい絆
今年も宜しくお願いします

Ｌ森川康生

会員の皆様より年始の挨拶が届いています。（掲載順不同）

謹賀新年
巡り来る春に新たなる願いを込め
て、心身の健康と友愛の絆を深め、
自他共に活力の維持と笑顔でウィ
サーブに努めましょう。

第一副会長

Ｌ村尾良明

初春のおよろこびを申し上げます。

今年も宜しくお願い致します。
私共、新住居に住まいを移し心

新たに新春を迎えました。近くに
お越しの時はお立ち寄りください。

長尾東・清水

Ｌ多田敏雄
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あけましておめでとう

ございます

Ｌ安松 均

明けまして
おめでとうございます。
何分のご指導ご交誼のほどよろ

しくお願いします。皆様のご多幸
と長尾ライオンズクラブのますま
すの発展を祈り揚げます。

Ｌ十河清隆

明けましてお目でとうございます。

テールツイスターとして頑張りま
すので皆様のご協力をお願いしま
す。「初夢｣は鳴門海峡で目の下一
尺の鯛のゲットとゴルフの飛躍的
アップ。

Ｌ藤沢健三

喪中につき年頭のご挨拶を
ご遠慮申し上げます。

クラブの益々の発展と会員皆様の
ご健康・ご活躍を心よりお祈りい
たします。

Ｌ鶴居 健

年賀状は過年に出生地の兄嫁が
死去した日に失礼しております。
本年は80才のトバ口に到着して

おります。平々凡々に生活したい
ものです。できないことを承知の
うえでのはかないのぞみです。

Ｌ前田武士

謹賀新年

Ｌ中川宜興

謹んで新年のご祝辞を
申し上げます。

ご家族の皆様には益々ご健勝にて初春を

お迎えのこと慶祝の至りに存じます。

本年も何卒よろしくお願い申し上げます。

Ｌ松原典士

賀 春
旧年中は大変暑い一年でした。
本年は心もフトコロもあったかい
一年でありますように
元旦

Ｌ冨田義雄

あけましておめでとうございます。
皆様には幸多き新春をお迎えの

こととお慶び申し上げます。
私も程々に元気で80才を迎える

ことができました。今年もよろし
くお願い申し上げます。

Ｌ三木啓司

謹んで新春のお慶びを
申し上げます。

後期高齢者でもあり、お役に立ち
ませんが、本年もご厚情を賜りま
すよう何卒宜しくお願い致します。

Ｌ石井利夫



336-Ａ地区 ガバナー・スローガン「明るく、やさしく、心をこめてＷｅ Ｓｅｒｖｅ」

キーワード 「希望」

ホームペ ージ h t t p : / / w w w .n a g a o lc . jp /

< 13 >

あけましてお目出度うございます。

小生も今年で平均寿命の79才にな
りますが頑張って例会に出席する
つもりです。
本年もよろしくお願い致します。

Ｌ井上信明

新年明けましてお目出とう
御座ゐます。

当クラブの御発展と会員皆々様の
御健勝御多幸を御祈念申し上げま
す。

Ｌ白井貞男

今年こそはと決意を新たに、い
つの間にか元の木阿弥、これをく
り返しているうちにもう78才、そ
れでも少しは前進しているのでは？
何れにしても又新年365日を頂い

たのだからこれを大切にしよう。

Ｌ国方 弘

謹んで初春のお喜びを
申しあげます。

本年も会員皆様方のご多幸を心よ
りお祈り致します。

松岡喜久雄税理士事務所

Ｌ松岡喜久雄

謹賀新年
皆様のご多幸を

お祈り申し上げます。

Ｌ安部 好

謹んで新春のお慶びを申し上げま
す。今年も健康が一番と目標を高
く揚げます。後期高齢者となりま
すが仕事も遊びでもボランティア
も心を込めてウィサーブ
本年もどうぞよろしくお願いいた
します。

Ｌ田中克己

新年あけまして
おめでとうございます。

昨年メンバーとして加えて頂き、
今年はウィサーブの理念のもと皆
さまと共にライオンズを楽しもう
と思います。どうぞよろしく。

Ｌ柿木眞一

あけましておめでとうございます。
昨年中はいろいろとお世話になり
心よりお礼申し上げます。本年は
「ライオンズの誓い」の実践に頑
張りたいと思っています。今年も
よろしくお願いいたします。

Ｌ中村聖二
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喪中につき年末年始の

ご挨拶ご遠慮申し上げます

Ｌ尾崎正一

謹賀新年
平素のご厚情を心より感謝いたし
ます。今年も皆様にとって福の多
い年となりますようお祈り申し上
げます。

Ｌ佐藤敬一郎

謹賀新年
新春の照り映える陽は明るく希望
と夢に満ちております。皆様にとっ
てすてきな幸運が訪れますように。

Ｌ丸山秀男

謹賀新年
昨年中に賜りましたご厚情に深く
感謝いたしますと共に本年も変わ
らぬご指導のほどお願い申し上げ
ます。

Ｌ林 誠二

謹賀新年
皆様お健やかに佳き春をお迎えの
こととお慶び申し上げます。本年
もどうぞよろしくお願い致します。

Ｌ山下 晋

あけまして
おめでとうございます。

今年もどうぞよろしく

お願いいたします。

三協タクシー有限会社

Ｌ六車誠司

謹賀新年
本年もどうぞよろしくご指導頂き
ますようお願い申し上げます。皆
様のご健康とご多幸を心よりお祈
り申し上げます。

Ｌ溝淵 速

謹賀新年

健康で明るく楽しく幸せでありま

すようお祈り申し上げます。

平成23年元旦

Ｌ阿部信行
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謹賀新年
昨年中のご厚情に深く御礼申し上
げますとともに本年も変わらぬご
好誼のほどお願い申し上げます。

Ｌ山本功一

謹賀新年
希望に満ちた新春をお迎えのこと
とお慶び申し上げます。皆様のご
多幸とご活躍をお祈り申し上げま
す。

Ｌ丸山尚男

謹賀新年
幸多き新年をお迎えのことと存じ
ます。本年もどうぞ宜しくお願い
致します。

Ｌ羽床勝利

謹賀新年

年頭にあたり新年のお祝詞を申し

上げます。

Ｌ十河 直

謹賀新年
平素の疎遠をお詫びし皆様方のご
健康とご多幸をお祈り申し上げま
す。

Ｌ松井正成

謹賀新年
謹んで新春のお慶びを申し上げま
す。皆様のご健康とご繁栄をお祈
り申し上げます。

Ｌ真部廣司

謹賀新年

新陽の光を受けて今年もご活躍ご

発展のほどお祈りもうしあげます。

Ｌ寒川正行

喪中につき年末年始の

ご挨拶ご遠慮申し上げます

Ｌ安西秀夫

謹賀新年
今年もどうぞよろしくお願いいた
します。素敵な一年になりますよ
うに

Ｌ三好 緑

謹賀新年
初春をめでたくお祝い申し上げま
す。皆様のご多幸とご活躍を心よ
りお祈り申し上げます。

Ｌ松井博之
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謹賀新年
平素のご厚情に心より感謝申し上
げます。今年も皆様にとって幸多
き一年となりますようお祈り申し
上げます。

Ｌ佐藤邦明

謹賀新年
あら玉の年の初めのお祝詞を申し
上げます。平素のご無沙汰をお詫
び申し上げ皆様のご多幸をお祈り
いたします。

Ｌ三好正志

謹賀新年
旧年中は一方ならぬご厚情を賜り
感謝にたえません。本年もどうぞ
よろしくお願い申し上げます。

Ｌ滝川茂美

謹賀新年
昨年中は公私ともどもご指導いた
だき誠にありがとうございます。
本年もよろしくお導き下さいます
ようお願い申し上げます。

Ｌ池田正敏

謹んで新春のお慶びを
申し上げます。

皆様のご健康とご繁栄をお祈り申

し上げます。

Ｌ田中直樹

謹賀新年
旧年中はひとかたならぬご愛顧に
あずかり誠にありがとうございま
した。なにとぞ本年も倍旧のご支
援のほどお願い申し上げます。

Ｌ安西 勝

謹賀新年

本年もどうぞ宜しく

お願い致します。

Ｌ香西 一

謹賀新年
今年こそはと希望に胸をふくらま
せております。どうぞよろしくご
指導くださいますようお願い申し
上げます。

Ｌ土草繁夫
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あけまして
おめでとうございます。

本年も宜しくお願い申し上げます。

マルニ不動産

Ｌ池田 肇

明けましておめでとうございます。

本年も会員皆様方と共に力強く、

明るく、楽しい友愛のクラブ作り

に頑張りましょう。

Ｌ山下泰司

初春のお祝詞を申し上げます。

今年も皆様にとって幸多き年であ
りますようお祈り申し上げます。

長尾ライオンズクラブ事務局
名倉道代

謹賀新年
輝かしい新年をお迎えのこととお
慶び申し上げます。皆様の益々の
ご活躍とご健康をお祈り致します。

Ｌ為國真理

謹賀新年
今年は私にとって新しいスタート
の年でもあり充実した年にしたい
とはりきっています。今年もどう
ぞよろしくお願いいたします。

Ｌ玉木一将

謹賀新年
旧年中は大変お世話になりありが
とうございました。本年も相変わ
らずご支援のほどお願い申し上げ
ます。

Ｌ渡辺 稔

謹んで初春のお慶びを
申し上げます。

本年もよろしくご指導ご鞭撻のほ
どお願い申し上げます。

Ｌ白井敏隆

謹賀新年
皆様ますますご健勝にて新春をお
迎えの由、心からお慶び申し上げ
ます。皆様のご活躍をお祈り申し
上げます。

Ｌ十河 護
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田
鶴
飛
来
瑞
運
漂
田
鶴
（
で
ん
か
く
＝
た
ず
）
飛
来
し
瑞
運
漂
ふ
。

中
央
上
空
舞
姿
遥
中
央
の
上
空
に
舞
姿
遥
か
な
り
。

克
恰
努
力
須
精
進
克
恰
（
こ
く
こ
う
）
努
力
し
須
（
す
べ
か
ら
く
）
精
進
須
（
す
べ
し
）

巳
立
開
如
坐
上
軺
巳
（
身
）
を
立
つ
こ
と
上
軺
に
坐
す
る
が
如
く
に
開
け
む
。

田
鶴
が
飛
ん
で
き
て
瑞
運
が
た
だ
よ
っ
て
い
る
。

中
央
の
上
空
に
（
そ
の
め
で
た
い
田
鶴
の
）
舞
っ
て
い
る
姿
が
遥
か
に
見
え
る
。

懇
ろ
に
努
力
し
、
当
然
な
す
べ
き
こ
と
と
し
て
精
進
す
る
の
が
よ
い
。

立
身
出
世
に
つ
い
て
、
展
望
車
に
の
っ
て
い
る
よ
う
に
視
界
が
開
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

詩
形
は
仄
起
式
平
韻
（
蕭
）
の
七
言
絶
句
で
、
起
・
承
・
転
・
結
の
各
句
の
上
（
最
初
の
文
字
）
に

田
・
中
・
克
・
己
を
据
え
た
折
句
に
し
て
い
ま
す
。

お
正
月
に
ふ
さ
わ
し
く
、
お
め
で
た
い
句

さ
ぬ
き
市
文
化
財
保
護
協
会
寒
川
支
部

支
部
長
、
山
本
静
澄
氏
が
Ｌ
田
中
克
己

へ
贈
っ
た
折
句
七
言
絶
句
で
す
。



氏名 どんなことで
前田武士 秋の受章以后現在まで各方面からの祝意が続いています。ありがたいことです。
ハイキング
同好会幹事

12月生れのライオンの皆様お目度とうございます。21名の参加頂き無事28日～29日2日
間楽しい旅をさせて頂き有りがとうございます。　（入谷　武）

鶴居　健
ハイキング・旅行同好会に参加し紅葉を楽しみ蟹料理に舌つづみを打ちました。入谷会
長、森川幹事本当にお世話になり感謝します。

坂東　護 かにがうまかったー。ありがとー
国方　弘 忘年例会のご馳走に期待して。

十河　護
右膝半月板手術の為11/12～11/25入院しました。来年からテニスができる予定です。ク
ラブよりお見舞いをいただきありがとうございました。

松井正成 今日も元気に出席できましたので・・・
尾崎正一 同好会の旅行に欠席して、お土産を沢山に頂きありがとうございました。
三好　緑 誕生祝Ｗでいただきます。ありがとうございました。
事務局
名倉

カニ三昧と丹波紅葉の旅行に行ってきました。入谷会長、森川幹事には大変お世話になり
ありがとうございました。

井上信明 酒代として
安西　勝 商工会50周年大会で東京武道館にて天皇、皇后様のおことばをいただきました。

松原典士

旅行、ハイキング同好会の蟹ツアーに参加しました。楽しい旅行で蟹がとても美味しかった
です。入谷会長、森川幹事さんありがとうございました。
先に造田地区で行われたどじょ輪ピックinさぬき大盛況でした。リーダーを勤めた柿木氏、
ご苦労さまでした。

冨田義雄 長尾タイムズに私の記事をのせていただいた事に感謝して

藤沢健三
旅行、ハイキング、そして矢谷のカニ料理、大変楽しかったです！家内共々お世話になり
ました。

森川康生
１、12月の誕生者おめでとうございます。
２、旅行・ハイキング同好会の旅ご協力ありがとうございました。楽しい思い出深い旅が出
来ました。

安松　均
Ｌ入谷会長他役員の皆様、半年がすぎようとしています。ご苦労様です。あと半年よきご指
導をお願いして

柿木眞一 孫の初宮参りと七五三の祝いで

336-Ａ地区 ガバナー・スローガン「明るく、やさしく、心をこめてＷｅ Ｓｅｒｖｅ」

キーワード 「希望」

ホームペ ージ h t t p : / / w w w .n a g a o lc . jp /
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ドネーション 第１１２１回例会 平成 2 2 年12月3日

1
月
1
日
（
土
）
元
日

大
鉢
山
国
旗
掲
揚

1
月
3
日
ま
で
事
務
局
冬
期
休
暇

1
月
7
日
（
金
）
第
1
例
会

（
い
ろ
は
）

1
月
10
日
（
月
）
成
人
の
日

大
鉢
山
国
旗
掲
揚

1
月
14
日
（
金
）
運
営
委
員
会

（
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
）

1
月
21
日
（
金
）
第
2
例
会

（
い
ろ
は
）

1
月
28
日
（
金
）
事
業
委
員
会

（
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
）

1
月
の
予
定

11
月
23
日
（
火
）
勤
労
感
謝
の
日

大
鉢
山
国
旗
掲
揚
参
加
者

L
入
谷
武

L
森
川
康
生

L
柿
木
眞
一

L
松
原
典
士

L
尾
崎
正
一

LL
入
谷
ス
ミ
代

以
上
6
名
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
箇
日
も
あ
っ
と
言
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
大
晦
日
に
は
紅
白
歌
合
戦
を
見
た
あ
と
初

詣
に
行
き
、
元
旦
に
は
お
雑
煮
を
い
た
だ
き
コ
タ

ツ
に
入
っ
て
正
月
番
組
を
見
な
が
ら
お
せ
ち
を
つ

ま
み
に
一
杯
や
る
と
い
う
様
に
は
ゼ
ン
ゼ
ン
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
会
報
誌
の
発
行
が
迫
っ
て
い
た

の
で
あ
わ
て
て
い
ま
し
た
よ
。
森
川
幹
事
様
の
原

稿
が
な
か
っ
た
ら
新
年
号
は
「
年
始
の
あ
い
さ
つ
」

号
と
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
表
紙
の
写
真
を
「
長

尾
寺
の
三
味
線
持
ち
つ
き
」
に
し
よ
う
と
意
気
込

ん
で
い
た
の
で
す
が
開
始
時
間
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し

忘
れ
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
終
了
し
て
い
ま
し
た
。

結
構
、
長
尾
寺
に
近
い
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
の

で
す
け
ど
・
・
・
で
、
お
正
月
み
た
い
な
素
材
は

な
い
か
と
探
し
て
み
た
ら
あ
り
ま
し
た
。
去
年
は

あ
ん
餅
入
り
お
雑
煮
だ
っ
た
の
で
今
年
は
お
せ
ち

詰
め
合
わ
せ
が
会
報
誌
新
年
号
の
表
紙
と
な
り
ま

し
た
。

家
の
娘
の
よ
う
に
街
へ
福
袋
を
求
め
に
行
く
元

気
も
無
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
福
袋
を
物
色
し
て

い
ま
し
た
。
臆
病
者
で
中
身
の
見
え
な
い
も
の
を

買
う
勇
気
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。
安
い
福

袋
は
ガ
ラ
ク
タ
詰
め
合
わ
せ
だ
と
考
え
3
万
円
以

上
の
中
身
の
見
え
る
福
袋
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
と
す

る
の
で
す
が
中
身
吟
味
中
に
販
売
数
終
了
と
な
る

こ
と
し
ば
し
ば
。
楽
し
い
思
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
や
ま
ぽ
ん
）

編
集
後
記

発
行
：
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

〒
7
6
9
-2

3
0
1
香
川
県
さ
ぬ
き
市
長
尾
東
9
1
4
-
1

T
E
L
0
8
7
9
-5
2
-5
8
0
0

F
A
X

0
8
7
9
-5
3
-2
0
9
8

発
行
人
：
会
長
・
入
谷
武

幹
事
・
森
川
康
生

編
集
：

P
R
・

ラ
イ

オ
ン

ズ
情

報
・

IT
委

員
会

発
行
日
：
平
成

2
3
年

1
月

1
日

12月誕生会

12月誕生会出席の皆さん、おめでとうございます

12
月
の
誕
生
者

12
月
15
日

L
・
前
田
武
士

12
月
18
日

L
・
丸
山
尚
男

12
月
19
日

L
・
三
好

緑

12
月
30
日

L
・
安
西
秀
夫

12
月
6
日

LL
・
田
中
優
子

12
月
11
日

LL
・
國
宗
千
賀
子

12
月
12
日

LL
・
国
方
常
子

12
月
14
日

LL
・
三
好
フ
ジ
ノ

12
月
14
日

LL
・
阿
部
邦
子

12
月
28
日

LL
・
柿
木
英
子


